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計算に使った一次元写像は,バース トで,位相のとびfnが, En…0, 7Eの2つの場合を
考えて作った｡以下に式を示す｡
ラミナ-分枝
fL(I)ニー (1+6)I-aX3 (- p≦x≦q)





p-(去 +ヤ旬 )%一七ノ亮一孟 子%
Rp≡(去 )2+(3jEi)3
q- (去 十何 )%-tJ布 一去)%
Rq-(A)2･(# )3
a-1とおき, Eを変化させて計算を行った｡図 1に写像の図を示す｡
これらの一次元写像から得 られた, o/7の 8依存性が,図 2に示されている.この図で6
-5×10~7で,下に折れているのは,ゆらぎによるものであることは,確認できている｡図
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図3･ パワースペ ク トルをa'-7Eのまわ りでlog-logプ
ロットしたもの｡ 8-10-1, 10-3, 10~5｡
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(n)CSB(Tl, Tl+ T2, , Tl+ T2+ -･+ Tn_1 )
-I.1(I-<x,sB)in_gil(fsTBl十-TL -<x,sB)PSB(I)dx
_nE(n-i)Ti2Tl11(kl･1)2T2-1 (kn-2十1)2Tn-1-1∑ ∑
k2=k1272 k¶11- kn-12Tn-I
2i=1 ∑
kr=1
x I# (k,zl1
271十･･･十Tn-1
I- i)lngl(I-
2kl+1271十-十で`十1)d∬ (1)
で与えられる｡この相関関数の計算の方法を簡単にわかり易 くのべると次のようになる｡
区分線形写像によって生成される,もっとも発達 したカオス時系列の厳密解は幾何学的に
表現でき,図2のようになる｡カオス時系列の相関関数は普遍測度を用いて計算できるので,
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